
渡
辺　

正
幸

日
立
市
議
会
（
日
立
支
部
）

沼
田　

明
博

日
立
市
議
会
（
日
立
Ｈ
＆
Ｌ
多
賀
）

申
亥
至
誠
ク
ラ
ブ

東
海
地
協

江
下　

伝
明

大
山
崎
町
議
会
（
マ
ク
セ
ル
京
都
）

狂
っ
た
世
を
た
だ
す
一
歩
は

「
若
林
ひ
で
き
」
の
再
選

近
年
、
世
の
中
が
狂
っ
て
し
ま
っ
た
か
の
よ
う
に
思
え
る
。

人
間
の
営
み
の
み
を
守
る
と
の
利
己
主
義
的
な
環
境
破
壊
、
愚

か
な
イ
ラ
ク
戦
争
、
北
朝
鮮
の
核
武
装
等
、
そ
し
て
、
わ
が
国

で
も
、
格
差
社
会
の
拡
大
、
い
じ
め
に
よ
る
中
高
生
の
自
殺
、

家
庭
環
境
の
崩
壊
、
そ
し
て
こ
と
も
あ
ろ
う
か
自
治
体
に
よ
る

裏
金
つ
く
り
等
々
挙
げ
れ
ば
キ
リ
が
な
い
、
こ
の
状
況
は
国
民

に
と
っ
て
、
不
幸
で
あ
る
。

そ
し
て
、
ど
れ
も
政
治
に
起
因
し
て
い
る
。
国
民
は
な
ぜ
、

こ
ん
な
に
世
の
中
を
駄
目
に
し
て
し
ま
っ
て
い
る
政
党
に
任
せ

る
の
で
あ
ろ
う
か
？　

そ
れ
に
地
方
自
治
体
も
財
政
が
成
り
立

た
な
く
な
っ
て
来
て
い
る
。
政
府
は
失
政
を
地
方
に
押
し
付
け

て
い
る
の
で
あ
る
。
せ
め
て
、
地
方
だ
け
で
も
健
全
な
自
治
を

行
わ
な
い
と
日
本
は
立
ち
い
か
な
く
な
る
。

し
か
し
、
根
本
的
に
は
政
権
を
変
え
な
く
て
は
解
決
し
な

い
。
次
の
参
議
院
選
挙
で
は
「
若
林
ひ
で
き
」
議
員
を
再
選
さ

せ
る
べ
く
、
西
部
地
協
も
全
力
を
尽
く
し
た
い
。

代
表
挨
拶　

内
山   

吉
治
（
笠
戸
支
部
）

安
全
と
安
心
の
街
づ
く
り
へ

今
年
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い

好
景
気
が
続
い
て
い
る
と
言
わ
れ
な
が
ら
、
ゆ
と
り
あ

る
豊
か
な
生
活
を
望
む
市
民
の
声
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
声
に
応
え
る
に
は
税
金
、
年
金
、
介
護
保
険
、
医

療
費
、
教
育
費
の
負
担
の
不
公
平
感
を
な
く
さ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
安
全
・
安
心
の
街
づ
く
り
を
望
む
市
民

の
声
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
地
震
や
風
水
害
な
ど
の
自
然

災
害
、
交
通
事
故
、
さ
ま
ざ
ま
な
犯
罪
、
火
災
な
ど
の
対
策

を
強
化
す
る
と
と
も
に
子
育
て
の
不
安
、
就
職
の
不
安
、
老

後
の
不
安
を
解
消
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
組
合
員
の
皆

さ
ん
か
ら
の
要
望
は
こ
の
他
に
環
境
問
題
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
・
芸
能
の
振
興
、
交
通
問
題
、
子
供
の
保
育
・
教
育
問
題

な
ど
数
多
く
あ
り
ま
す
。
山
口
さ
ん
も
私
も
今
年
は
選
挙
の

年
で
す
。皆
さ
ま
の
ご
指
導
と
ご
支
援
を
頂
き
な
が
ら
、し
っ

か
り
勝
っ
て
身
近
な
議
員
、
役
に
立
つ
議
員
と
し
て
引
き
続

き
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
日
立
グ
ル
ー
プ
の
益
々
の
発

展
と
皆
さ
ま
の
ご
多
幸
を
祈
念
致
し
ま
し
て
、
東
海
地
協
議

員
団
の
新
年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　

代
表
挨
拶　

松
本　

敏
（
ソ
フ
ト
支
部
）

西
部
地
協

中
村　

健
二

安
来
市
議
会
（
日
立
金
属
安
来
）

田
淵　

秀
喜

安
来
市
議
会
（
日
立
金
属
安
来
）

下
松
市
議
会
（
笠
戸
支
部
）

中
部
地
協

政
治
を
「
分
析
」
す
る
姿
勢
が
重
要

自
立
・
地
方
分
権
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
る
中
で
、
議
会
の
政
策
能

力
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
政
令
市
で
あ
り
、
52
人
中
20
人
が

所
属
す
る
第
一
会
派
と
し
て｢

政
策
提
言
研
究｣

が
最
大
の
テ
ー
マ
で

あ
り
ま
し
た
。

昨
年
７
月
か
ら
本
格
的
な
作
業
に
入
り
、
大
学
教
授
と
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
契
約
を
結
び
、
総
合
計
画
に
基
づ
い
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
別
の
洗
い

出
し
を
行
い
な
が
ら
、
地
区
別
の
課
題
等
の
議
論
を
活
発
に
展
開
し
、

11
月
に｢

19
年
度
予
算
要
望
書｣

及
び｢

政
策
提
言
書｣

と
し
て
市
長

に
提
出
し
ま
し
た
。

｢

政
策
提
言
研
究｣

議
論
の
ポ
イ
ン
ト
は
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
立

で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
我
が
都
市
の｢

強
み｣｢

弱
み｣

を
し
っ
か

り
わ
き
ま
え
る
こ
と
、
そ
し
て
市
政
を
取
り
ま
く
環
境
の
変
化
を｢

機

会｣｢

脅
威｣

と
い
う
観
点
か
ら
と
ら
え
る
分
析
視
点
が
強
く
求
め
ら
れ

ま
す
。

今
年
も
中
部
地
協
議
員
一
同
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
会
で
精
い
っ
ぱ
い

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

代
表
挨
拶　

田
中　

敬
五
（
日
立
空
調
）

日
立
グ
ル
ー
プ
議
員
団
一
同

佐
藤　

信
幸

尾
張
旭
市
議
会
（
旭
支
部
）

内
山　

吉
治

武
居　

宏
明

下
松
市
議
会
（
笠
戸
支
部
）

下
松
市
議
会
（
笠
戸
支
部
）

千
葉　

正
弘

大
平
町
議
会
（
日
立
Ｈ
＆
Ｌ
栃
木
）

増
山　

利
雄

栃
木
市
議
会
（
日
立
Ｈ
＆
Ｌ
栃
木
）

西部地協幹事

森
田　
　

稔

甲
斐
市
議
会
（
ル
ネ
サ
ス
甲
府
）

松
本　
　

敏

松
本
貢
市
郎

熊
谷
市
議
会
（
日
立
金
属
熊
谷
）

植
原
大
二
郎

高
崎
市
議
会
（
ル
ネ
サ
ス
高
崎
）

山
崎　
　

篤

沼
津
市
議
会
（
Ａ
Ｅ
パ
ワ
ー
沼
津
）

田
中　

敬
五

静
岡
市
議
会
（
日
立
空
調
）

中部地協幹事

渡
辺　

宏
行

胎
内
市
議
会
（
産
機
シ
ス
テ
ム
中
条
）

東京地協幹事

大
畠　

章
宏

衆
議
院
議
員
（
日
立
支
部
）

会　　長

山口山口

島根島根 京都京都

静岡静岡

山梨山梨

愛知愛知

新潟新潟



日
新
ク
ラ
ブ
議
員
団

長
谷
川
修
平

茨
城
県
議
会
（
日
立
支
部
）

石
野　

正
美

日
立
市
議
会
（
日
立
支
部
）

青
木　

俊
一

日
立
市
議
会
（
日
立
支
部
）

西
川　

光
世

日
立
市
議
会
（
日
研
分
会
）

今　
　

一
男

茨
城
県
議
会
（
国
分
支
部
）

渡
部　

源
昭

日
立
市
議
会
（
大
み
か
支
部
）

茨
城
県
議
会
（
水
戸
支
部
）

二
瓶　
　

隆

日
立
市
議
会
（
日
立
電
線
）

村
田　

悦
雄

日
立
市
議
会
（
日
立
化
成
山
崎
）

椎
名　

敦
史

日
立
市
議
会
（
Ｈ
Ｅ
Ｓ
）

民
主
ク
ラ
ブ
議
員
団

申
亥
至
誠
ク
ラ
ブ

茨
城
地
協

東
京
地
協

地
協
の
和
を
大
切
に
、
市
民
と

共
通
の
目
線
で
住
み
よ
い
街
づ
く
り
を

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

日
頃
は
、
東
京
地
協
議
員
団
に
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
衷
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

私
た
ち
の
地
協
議
員
団
は
、
千
葉
、
埼
玉
、
群
馬
、
山
梨
、
新
潟
、
栃
木
、
か
ら

選
出
さ
れ
た
９
名
の
議
員
で
組
織
さ
れ
て
お
り
、
地
域
事
情
も
そ
れ
ぞ
れ
違
う
中
で

和
を
モ
ッ
ト
ー
に
議
員
間
の
情
報
交
換
や
自
治
体
の
見
学
等
を
計
画
的
に
行
い
研
鑽

に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
の
大
合
併
も
一
段
落
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
に
お
い
て
総
合
計
画

の
作
成
等
に
ご
尽
力
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

今
、
私
た
ち
が
心
配
す
る
こ
と
は
大
き
な
自
治
体
に
な
っ
て
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
と

高
齢
者
へ
の
負
担
が
大
き
く
な
る
こ
と
は
絶
対
に
避
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
に
は
、
自
治
体
が
合
併
の
効
果
を
最
大
限
に
発
揮
し
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り

を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
、
地
方
議
員
も
市
民
の
目
線
に
立
ち
行
政
に
意
見
反
映
を
し
て
い
く
こ
と

が
最
も
重
要
な
こ
と
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　

今
年
も
東
京
地
協
議
員
団
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
参
議
院
選
挙
を
は
じ
め
各
種
選

挙
に
全
力
で
取
り
組
み
必
勝
を
期
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

代
表
挨
拶　

森
田　

稔
（
ル
ネ
サ
ス
甲
府
）

自
立
協
働
都
市
を
目
指
し
て

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
日
頃
か
ら
の
ご
支
援
と
ご
指
導
に
心
か
ら
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

茨
城
・
勝
田
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
茨
城
県
議
会
議
員
１
名
と
、
千
代
田
町
と
霞
ヶ
浦
町
が
合
併
し

て
誕
生
2
年
目
の
か
す
み
が
う
ら
市
議
会
議
員
１
名
、
ひ
た
ち
な
か
市
議
会
日
新
ク
ラ
ブ
議
員

団
６
名
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ひ
た
ち
な
か
市
で
は
、
念
願
の
市
長
の
再
選
と
県
議
会
民
主
党

１
議
席
を
初
当
選
で
守
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ひ
た
ち
な
か
地
区
に
は
、
今
年
は
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
２
社
が
操
業
を
開
始
し
ま
す
。
こ
の

地
区
へ
の
本
格
的
な
進
出
で
あ
り
期
待
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
一
方
で
は
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
岸
壁
の

整
備
や
北
関
東
自
動
車
道
の
整
備
な
ど
課
題
も
山
積
し
て
お
り
、
さ
ら
な
る
産
業
活
性
化
施
策

の
取
組
み
が
肝
要
で
す
。

日
新
ク
ラ
ブ
議
員
団
は
、
発
展
す
る
ま
ち
「
自
立
協
働
都
市
」
の
実
現
を
目
指
し
て
課
題
の

認
識
と
解
決
に
向
か
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
指
導
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

勝
田
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
挨
拶　

木
村　

時
郎
（
日
立
ハ
イ
テ
ク
）

ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
議
員
の
役
割
と
責
任

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

日
立
ブ
ロ
ッ
ク
の
日
立
市
議
団
九
名
は
、
民
主
ク
ラ
ブ
に
七
名
が
、
旧
十
王
町
議
員
が
結
成

し
た
申
亥
至
誠
ク
ラ
ブ
に
２
名
が
所
属
し
、
互
い
に
連
携
を
と
り
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
国
の
三
位
一
体
の
改
革
の
影
響
に
よ
り
、
今
年
度
の
地
方
交
付
税
が
対
予
算
９

億
円
の
減
少
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
加
え
て
、
道
路
特
定
財
源
の
一
般
財
源
化
へ
の
国
の

動
き
は
、
交
通
渋
滞
が
慢
性
化
し
て
い
る
本
市
の
道
路
行
政
に
と
っ
て
、
大
き
な
影
響
が
懸
念

さ
れ
、
道
路
特
定
財
源
の
存
続
を
国
に
強
く
要
望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
は
、多
く
の
自
治
体
が
抱
え
る
課
題
で
あ
り
、財
源
の
確
保
、事
業
の
厳
選
、

職
員
・
議
員
数
の
適
正
化
な
ど
へ
の
取
り
組
み
が
、
今
後
さ
ら
に
重
要
に
な
っ
て
来
る
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。
日
立
市
議
会
で
は
、
９
月
定
例
議
会
に
お
い
て
設
置
し
た
特
別
委
員
会
で
、
議

員
定
数
を
32
名
か
ら
２
名
減
の
30
名
と
し
ま
し
た
。
新
定
数
は
、
４
月
の
統
一
地
方
選
挙
か

ら
施
行
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
国
で
は
政
策
・
制
度
見
直
し
が
進
め
ら
れ
、
地
方
で
も
教
育
や
福
祉
な
ど
種
々
の
課

題
が
山
積
し
て
お
り
、
議
員
の
役
割
り
と
責
任
は
益
々
重
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

日
立
市
議
団
一
同
、
市
民
の
信
頼
に
応
え
る
よ
う
協
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
一
層
の
ご
支
援
と
ご
指
導
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

日
立
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
挨
拶　

西
川　

光
世
（
日
研
分
会
）

西
野　

英
夫

北
茨
城
市
議
会
（
日
立
支
部
）

馬
目　

暢
之

東
海
村
議
会
（
日
立
支
部
）

髙
崎　

修
一

ひ
た
ち
な
か
市
議
会
（
日
立
支
部
）

佐
々
木
忠
男

山
中　

輝
夫

ひ
た
ち
な
か
市
議
会
（
東
海
支
部
）

西
野
宮
照
男

ひ
た
ち
な
か
市
議
会
（
佐
和
支
部
）

吉
田　
　

実

ひ
た
ち
な
か
市
議
会
（
ル
ネ
サ
ス
那
珂
）

牧
野　

米
春

ひ
た
ち
な
か
市
議
会
（
日
立
工
機
）

木
村　

時
郎

ひ
た
ち
な
か
市
議
会
（
日
立
ハ
イ
テ
ク
）

沓
澤　

茂
樹

東
海
村
議
会
（
大
み
か
支
部
）

特別幹事茨城地協
日立ブロック幹事

会計監査茨城地協
勝田ブロック幹事

山
口　

金
光

松
本　
　

敏

横
浜
市
議
会
（
ソ
フ
ト
支
部
）

秦
野
市
議
会
（
神
奈
川
支
部
）

和
田　

正
美

か
す
み
が
う
ら
市
議
会
（
日
立
建
機
土
浦
）

山口

島根 京都

千葉千葉千葉神奈川神奈川神奈川

静岡静岡静岡

山梨山梨山梨

愛知

潟新潟潟 群馬群馬群馬

埼玉埼玉埼玉

栃木栃木栃木
茨城茨城茨城

帯
包　

文
雄

習
志
野
市
議
会
（
産
機
シ
ス
テ
ム
）

幹事長
東海地協幹事

関　
　

好
治

茂
原
市
議
会
（
日
立
Ｄ
Ｐ
）

山
本　

義
雄

市
原
市
議
会
（
Ａ
Ｅ
パ
ワ
ー
千
葉
）

会計監査


